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 平成２０年度に高性能偏光顕微鏡を購入
し、既存のリンカム製加熱冷却台，ビデオカ
メラシステムと高画質モニターを用いて、３
ミクロン程度の微小流体包有物分析システ
ムを筑波大学に構築した。過去３年間の研究
により、高度変成岩に含まれる流体包有物が
時間変化を追うためには、ホスト鉱物の詳細
な記載と形成ステージの同定が必要不可欠
であることを明らかにした。この間、南イン
ド・Madurai 岩体、南部アフリカ・リンポポ
岩体、南極・ナピア岩体に産出する岩石の岩
石学的研究と流体包有物の加熱冷却実験を
行い、CO2がピーク変成作用時に普遍的に存在
していたことを明らかにした。 

１．研究計画の概要 
 地殻深部の岩石中に存在する流体は、岩石
の鉱物組み合わせを支配するだけでなく、岩
石の変形や変成作用をもたらす熱の輸送に
大きく関与していることが知られている。例
えば温度上昇時の H2Oの存在は岩石の大規模
な溶融をもたらし、温度下降時は加水反応の
進行を加速させるであろう。しかしながら下
部地殻中、特に高度変成作用に関与した流体
に関する研究は未だ乏しいのが現状である。
それどころか、下部地殻における流体の存在
を疑問視している研究者もいる。申請者らは
流体包有物の研究から、下部地殻に流体が存
在していたことは間違いないと考えている
が、「流体はもともと岩石中に存在したのか、
外部から浸透してきたのか、それとも初生流
体が二次的に改変されたのか？」という流体
の起源と挙動に関する疑問に対して、我々は
未だ明瞭な回答を得られないでいる。そこで
本研究では下部地殻で形成された高度変成
岩に着目し、変成作用の温度—圧力—流体史を
明らかにし、流体の起源と役割を検討するこ
とを目的とする。本研究は４年間で以下の５
つのテーマに着目した研究を行う。 

 
(2) 流体組成のラマン分析定量分析 
 フランス・ナンシー大学の世界最高の検出
器をもった装置を用いて，流体包有物の化学
組成を正確に決定した。その結果、流体相の
ほとんどは CO2 の濃度が 95%を超え、微量の
CH4, N2, H2を含むことが明らかになった。ま
た、今までに報告のない H2のような極めて稀
な流体相や、C2H6の同定にも成功した。なお、
H2, C2H6 はピーク変成作用後の急激な冷却あ
るいは減圧によって形成されたと考えられ
る。 

(1) 変成流体相の時間変化解析方法の開発 
(2) 流体組成のラマン分析定量分析 
(3) 含水鉱物中のハロゲン元素の研究  
(4) 同位体分析と流体の起源の推定 (3) 含水鉱物中のハロゲン元素の研究 
(5)異なる変成帯における変成流体の変遷の
比較 

 このテーマについては平成 23 年度に実施
予定である。 

  
２．研究の進捗状況 (4) 同位体分析と流体の起源の推定 
  カナダの British Columbia 大学の研究者

と共同で流体包有物中の CO2 の炭素同位体分
析を行った。分析試料はインド産の高度変成
岩３試料であり、ざくろ石中に含まれる CO2

上記で述べた５つの研究テーマごとに、現在
の進捗状況を述べる。 
(1) 変成流体相の時間変化解析方法の開発 



を抽出して分析を行った。分析の結果炭素同
位体比はマントル起源の CO2と炭酸塩鉱物起
源の CO2の中間の特徴をもつことが明らかに
なった。つまり、岩石に含まれる CO2 は２種
類以上の起源をもつ可能性がある。 
 
(5)異なる変成帯における変成流体の変遷の
比較 
 このテーマについては平成 23 年度に実施
予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している。 

 現在、研究テーマの１、２、４について順
調に成果が出ている。公表論文の数や学会発
表の数も、平均以上であろう。３および５に
ついては、平成 23 年度に実施する予定であ
るため、達成としては２に相当すると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 実施期間はあと１年足らずであり、順調に
成果があがっていることから、基本的な方策
に変更はない。より多くの論文を執筆し、研
究成果を公表することを最大の目標とする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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